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1.はじめに

活性炭に代表されるように炭に環境浄化の作用があることは昔からよく知られている｡その理由は､

炭の内部にある微細な孔が吸着作用を有することにあると考えられている｡

産業廃棄物の中には有機物が多く存在し､それらを高温熱分解して作った炭も､また同様の効果があ

ると予想される｡なかでも､電車の切符や磁気カー ド･磁気テープなどの産業廃棄物は､品質が均一で

良好である｡これらの端材も含めると常に安定に産業廃棄物として発生するものである｡さらに､これ

らの産業廃棄物は有機物の中に鉄の酸化物やチタンの酸化物が一定の割合で入っているものであり､こ

れらの酸化物の化学的反応性も炭による吸着の効果と相乗して､環境浄化に役立たせる可能性がある｡

我々は､上記のことを考え､電車の切符や磁気カー ド･磁気テープなど､Feや Tiなどの金属酸化物

を含有している産業廃棄物を高温で熱分解して作った炭が､湖沼､河川の富栄養塩化で問題になってい

るリン酸イオンの除去に役立つかどうか確かめるべく､｢炭化廃棄物の環境-の貢献に関する研究｣とい

うテーマで共同研究を開始した｡

2.共同研究の内容
(1) リン酸イオンの除去性能の試験

磁気カー ド､切符､磁気テープ､米ぬか (鉄添加)を原料として､これらを高温で熱分解し､それぞ

れ､磁気カー ド炭､切符炭､磁気テープ炭､米ぬか炭とした｡これらを人工的に作製したリン酸イオン

試験水に浸漬撹拝し､時間とともにリン酸イオンの濃度の変化を測定した｡比較のため､活性炭も用い

た｡

(2) 炭の成分､比表面積､水中-の溶出金属などの基本的性状の試験

炭の成分元素分析､及び試験水中-のリンなど金属元素の溶出試験も行った｡さらに炭の元素分析､

比表面積を､それぞれ､Ⅹ線分析､BET法によって行った｡

3.結論

これまでに得られた結論は以下のようになる｡

(1) 磁気カー ドから製造した炭が試験水中のリン酸イオンをもっとも急速に除去する性質をしめし

た｡その吸着性能は活性炭の約2倍であった｡

(2) 磁気カー ド炭は約 10%程度のFeとTiを含有し､試験水中-の溶出金属としてはFeイオンが最
も多かった｡

(3) これらの炭のリン酸イオン吸着機構について､現在検討中である｡
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